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エッセイ

竹中統一「一滴の恵み」
Illustration / Asuka Kitahara

　私たちの会社は、建築を専業とし、設計

から施工までを一貫して行っている建設会

社です。手掛ける建築物は、美術館や学校・

ホテル・商業施設から住宅・工場にまで多

岐にわたります。人間が生活するすべての

空間を対象にしているといっても過言では

ありません。ところで、その空間を大きく

二つに分けるとしたら、どのような分け方

があるでしょうか？いろいろな分け方があ

りますが、建築界ではよく「日常」空間と「非

日常」空間に分類します。これは建築に限っ

たことではないのかもしれません。住宅や

職場空間など日常生活に密接に関係してい

る空間と、映画館や美術館など特別な目的

を持って経験する空間とは明らかに区別し

なければなりません。一般的には「非日常

＝特別なハレの場」は、刺激的で日頃味わ

えない感動を与えてくれるものと考えられ

ています。

　2014年10月に竹中大工道具館が新神戸

駅前に規模を大きくして移転・開館しまし

た。実はこの敷地は、私の父や母が住み、

私も幼少期を過ごした場所でした。新築に

あたり、既存の庭をできるだけ残し、母が

建てました茶室も残しました。この茶室は

大徳寺玉林院の茶室「蓑庵」を模して造ら

れたものです。母はよく日々の生活にこそ

豊かさを宿すべきだといっておりました。

日常生活という時間の中に茶会という「非

日常」の時間を組み入れることによって、

歓び、感動、新しい出会いや発見といった

刺激を受け、五感や人間としての深みを磨

いていたのではないかと思っています。

　この茶室は “一滴庵” と名付けられてい

ます。その名の由来は、一滴の雨粒が大地

に浸み込み、土が蘇り、一粒の種から芽が

出て大樹となる。その大樹が実をつけ、多

くの命が育まれる。

　たとえ一滴でも、大きな可能性を秘めて

いることから、感謝の気持ちも込めてつけ

られた名前です。“一期一会”という言葉が

ありますが、ちょっとした出会いが人生を

左右するようなことは珍しいことではあり

ません。日本には、水墨画や浮世絵、ある

いは俳句など、表現はシンプルでも本質に

迫ることのできる文化があります。“Less 

is More” という建築家ミース・ファンデ

ルローエの言葉も同じ意味かもしれません。

光りに溢れ、多言な表現がもてはやされる

現代社会に、ちょっと原点に立ち戻ってみ

るのもいいかもしれませんね。
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国本武春さんサイン入り手ぬぐい　5名様

富士山と国本武春さんのイラストが入った手ぬぐい。

何ごともまずは形から、日常的に日本の伝統にふれ

てみては？

いきものがかりサイン入りポスター　3名様

29枚目シングル「GOLDEN GIRL」の非売ポスター。

このポスターを壁に貼って、ニューアルバムを聴けば、

ライブ会場にいる気分が味わえるかも？
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今回表紙＆特集ページを飾ったカナリア。人慣れしていないため鳥籠から出したとた

ん飛び回り、予想以上の大苦戦。捕まえては逃げ、捕まえては逃げ、が続きます。

長引くと弱ってしまうため、動物好きのスタッフは戦々恐々。撮影開始から 30 分、

状況に慣れたのか、はたまた疲れたのか、ようやく落ち着いてきたところをハイチー

ズ！ 小さくて丸っこいシルエットによちよち歩きも愛らしく、すっかりカナリア・ファン

になってしまいました。

毎朝ほぼ決まった時刻に元素周期表が目に入る。「水兵リーベ僕

の船」のあれである。元素は宇宙から人体に至るまで全ての物を

構成する基本単位であり、それぞれの元素が持つ物理的または化

学的性質を似たもの同士が並ぶように決められた規則に従って

配列した表である。周期表は、かつての科学者など無数の人た

ちによる知の結晶であり、現在では各元素のふるまいを説明す

る実に、美しく整理され洗練された表となっている。芸能の世

界も同じだと思う。芸を究めたい先人たちが精進し、洗練され

美の結晶となることで、現在まで伝承され、美しい形に整理さ

れてきた。科学も芸能も人や物質の営みを磨くことで、美しく

収斂される。SANZUIを通じて「美」の本質を届けたい。（井上滋）

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2015年1月1日
発行人・編集人：松武秀樹（芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  上野博（音制連）、丸山ひでみ（PRE）、鈴木明文（音事協）、
　　  井上滋、榧野睦子、大井優子、小泉美樹、川崎佑（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：ペットフォレスト あざみ野店、一般社団法人全日本合唱連盟、
　　  国立劇場、株式会社サンフォニックス、And A フラッグス新宿店、
　　  アドナスト ミュージアム、ETHOSENS of whitesauce、Venom TOKYO、

アバハウス エル エ エル 銀座マロニエゲート店、mimis

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたり、テレビ番組をDVD化するとき等の権

利処理と使用料等の徴収を行い、委任権利者に分配しています。

それに留まらず、広く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目

的として幅広い活動を展開しています。 http://www.cpra.jp
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豊洲に新しくライブ専用シアター

「豊洲PIT（ピット）」（3,100名／ス

タンディング）が10/17にOPEN。

設置・運営は、エンターテインメン

トを通じて東日本大震災の復興

支援を目指す、一般社団法人チー

ムスマイル。「PIT」は「Power

Into Tohoku !」の 略。2015年

には福島、宮城、岩手にも「PIT」

が開設される予定です。

ライブ専用シアター「豊洲PIT（ピット）」がOPEN

撮影こぼれ話

演劇全般、日本映画を美術面から支え、テレビ美術の基

礎づくりにも貢献した伊藤熹朔。彼の設立した俳優座劇

場開場60周年を記念し、当時の新聞・雑誌等でのインタ

ビューをふまえ、その人間像に迫る１冊。約300枚の装置

図も掲載。（NHK出版／俳優座劇場まで）

俳優座劇場 編
『伊藤熹朔 舞台美術の巨人』2,268円（税込）

【お詫びと訂正】
前号「SANZUI vol.05_2014 autumn」本文中に誤りがありました。正しくは
以下の通りです。

27ページ 「ロングインタビュー」 （誤）吉田剛太郎さん  （正）吉田鋼太郎さん

読者および関係者のみなさまにご迷惑をお掛けしましたことをお詫びすると
ともに、ここに訂正いたします。 ※ウェブサイトには修正版を掲載しております。




